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サポートセンター情報

 

 

　今回の研修会は、ザルビオフィー
ルドマネージャー（ザルビオ）の
普及・理解促進を目的として埼玉
県杉戸町でザルビオを導入した大
規模水稲栽培を行う株式会社ヤマ
ザキライスに訪問しました。同社
は現在、約100ha（圃場数約340枚）
の田んぼで水稲を中心に栽培をし
ています。
　研修会には営農・経済担当者他
26名が参加し、株式会社ヤマザキ
ライス山﨑代表より同社の経営概
要、ザルビオを含めたデータ利用
型経営についてご紹介いただきま
した。同社では水管理・肥料コン
トロール・適期防除等の稲作で大
切なポイントにザルビオのデータ
を活用し、収量安定・品質向上を実現していました。
　同社の取り組みやザルビオの活用方法を学ぶことができ、大変有意義な
研修会になりました。今後も研修会を通じて営農・経済担当者のレベルアッ
プに取り組んで参ります。

 

〇こんなお悩みに 

・真上から圃場の生育ムラ・地力ムラを確認したい 

・天候に合わせて作業時期を見極めたい 

・可変施肥&可変散布を行いたい 

　2024年1月18日（木）営農・経済担当者研修会～株式会社ヤマザキライ
ス視察研修～を開催しました。

営農・経済担当者研修会
〜株式会社ヤマザキライス視察研修〜

ザルビオフィールドマネージャーとは？
 

〇こんなお悩みに 

・真上から圃場の生育ムラ・地力ムラを確認したい 

・天候に合わせて作業時期を見極めたい 

・可変施肥&可変散布を行いたい 

衛星画像×AI分析による最先端の栽培管理支援システム
スマート農業の初級者から上級者までをサポート
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サポートセンター情報

　本日はJAうつのみや管内で農福連携に取組む黒﨑浩史さんにお話を伺いました。

▶現在の経営について教えて下さい。
　土地利用型農業を、妻と二人で営んでいます。加工用ニンジンは栽培を始めて7年目になります。
ニンジンは発芽のタイミングの見定めと対策が重要で、栽培2年目は高温の影響で収量が3分の
１になりました。栽培をやめることも考えましたが、失敗したままでは終われず、灌水チューブ
で圃場の表面散水を行えるようにして高温対策をしました。また、他の産地で栽培している農家
から技術を学び、栽培を続ける中で、ポイントを押さえればものになることを実感しました。昨
夏も高温に悩まされましたが、今までの経験があったので上手く対応することが出来ました。

▶農福連携に取り組んだきっかけは何ですか？
　ニンジンの栽培面積を増やす中で、収穫に人手
が必要になりました。パートの募集時期がいちご
農家等と被ってしまい、困っているときに、JAさ
んから教えていただいた農福連携支援セミナーで
農福連携について知りました。ニンジンの収穫は
難しい技術が必要なく、誰でも作業できるところ
が上手くハマり、この取り組みも4年目になりま
す。私たちが思っていたよりも、皆さんがすごく
働いてくれるので、今では主要な労働力になって
います。

▶栽培で意識されていることを教えて下さい。
　良いものを作りたいというのが一番です。農業は自分のペースでできるのが魅力ですが、良い
も悪いも自分次第です。手をかけた分だけ、結果として出てくるので気づかいを大切にしていま
す。最終的には、いつも一緒に作業をしてくれている妻がニコニコしてくれていればいいですね。

▶今後の目標を教えて下さい。
　土地利用型農業をベースに個人で30ha経営することが目標です。農福連携でも利用者さんの
力量が分かったので、面積拡大をする中で、もっと一緒に仕事をしていきたいと思っています。

▶お名前（年齢）：黒﨑　浩史さん（48）
　作物（面積）：水稲（13ha）、小麦 (2ha)、
　　　　　　 　加工用ニンジン (2ha)
　就農年数：20年

農福連携実践農家インタビュー !!農福連携実践農家インタビュー !!農福連携実践農家インタビュー !!
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共済連情報
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中央会情報
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中央会情報
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スマート農業情報
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米 麦 情 報

今からできる水稲高温登熟障害軽減対策 №１/３ 
地球温暖化が進み、栃木県内の気温は毎年上がり続けている！！ 

登熟期の高温を主因とした玄米の白

濁（乳白・白未熟粒）や胴割米等による

品質低下が問題となっています。令和

5年産米は白未熟粒（背白・基白）・胴

割粒・充実不足米の発生により、一等

米比率が大幅に低下しました。県内各地とも気温上昇傾向が続いており、品質低下のリスクは

年々高まっています。今後は常に高温を警戒した栽培管理が必要です。 

栽培管理による品質向上対策に特効薬はなく、水稲栽培の全般に及ぶ様々な管理の見直しが

必要となります。一つ一つの技術の効果は小さいため、それらを組み合わせて実施していくことが

大切です。令和６年産米について各時期毎の栽培管理ポイントを今後３回に分けて掲載します。 

① 田植時期を不都合の無い実現可能な範囲で遅らせる。 

５～７月の気温も確実に上昇傾向で出穂期も早まっています。田植を遅らして出穂期を遅くする

ことで、最も高温となる７月末～８月初旬での登熟を回避または遭遇期間の短縮が期待できます

（登熟気温の低下）。最近では多くの県で「コシヒカリ」については5月中下旬（5月10～25日頃まで）

に移植する遅植えを推奨しています。ただし遅植えでは稈長が伸びて倒伏が発生しやすくなること

にも留意します。（生育前半の窒素量をやや少なくする対応が必要） 

 

② 適正な耕深確保（登熟後半の根の活力・養分・水分の安定維持） 

 適正な耕深確保（１５～１８cm）と有機物や土壌改良資材等を投入し、地力を高めましょう！！ 

春耕時の走行速度ギアを通常よりも１段落とすことでも耕深は少し深くなります。作土が浅くなるほ

ど乳白粒、背白粒、胴割粒が増加し、特に高温登熟条件下ではその傾向が顕著です。 

 

移植時期 出穂期 成熟期 平均 最高 最低 玄米重 千粒重 乳白粒

(月日) (月日) (月日) (℃) (℃) (℃) （kg/a） (g) (%) (%) (%) （0-5）

4月22日 7月27日 9月2日 26.1 31.1 22.5 52.9 21.1 85.1 3.1 6.7 1.9
5月10日 8月1日 9月10日 26.0 31.0 22.3 52.3 21.5 83.0 4.8 6.5 2.9
5月17日 8月4日 9月12日 25.3 30.0 21.7 52.8 21.6 85.7 5.0 6.7 3.1
5月24日 8月8日 9月15日 25.5 30.2 22.0 52.6 21.7 87.4 2.7 6.7 3.4

注）登熟期の気温は出穂後20日間の平均値。試験場所：茨城県・龍ヶ崎市

登熟期の気温 整粒
歩合

蛋白
含量

倒伏
程度

コシヒカリの移植時期と登熟期の気温、収量･品質の関係（H13～H19年）



−9−

米 麦 情 報
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生産振興情報

お問い合わせ

加工・業務用たまねぎ

出荷者募集！

加工・業務用たまねぎは、平成２８年産から作付けの推進をしており、

現在は鉄コン出荷をメインに取り組みを進めています。

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月
１年目 播種 定植 生育期間

２年目 収穫

　　播種 　　　苗床期間 　　定植 　　　生育期間 　　　収穫

◆取扱品種：加工・業務に適した貯蔵性の高い品種（中～晩生）

◆価格が事前に決定しています！

（令和5年産価格：57円/kg）

◆出荷経費（運賃、コンテナ代）はかかりません。

※契約販売のため、事前に出荷量の把握をさせて頂きます。

◆鉄コン出荷で、規格はM以上（規格適合品に限る）。

※等階級の選別は不要です。

◆出荷販売時期：令和6年6月中下旬～8月上旬予定

【問合せ先】 全農とちぎ 担い手支援課 ＴＥＬ：028-616-8838

※令和6年産の出荷を希望・検討されている方は、

お気軽にご連絡ください！

１．特徴

２．作型 （目標単収５ｔ）

３．販売額 （10aあたり） （参考）

販売額： 285,000円（税別） （目標単収：5t/10a）

費 用： 100,000円（主な経費：種子・肥料農薬）

※その他資材代・燃料費・人件費等を除く

お問い合わせ

加工・業務用たまねぎ

出荷者募集！

加工・業務用たまねぎは、平成２８年産から作付けの推進をしており、

現在は鉄コン出荷をメインに取り組みを進めています。

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月
１年目 播種 定植 生育期間

２年目 収穫

　　播種 　　　苗床期間 　　定植 　　　生育期間 　　　収穫

◆取扱品種：加工・業務に適した貯蔵性の高い品種（中～晩生）

◆価格が事前に決定しています！

（令和5年産価格：57円/kg）

◆出荷経費（運賃、コンテナ代）はかかりません。

※契約販売のため、事前に出荷量の把握をさせて頂きます。

◆鉄コン出荷で、規格はM以上（規格適合品に限る）。

※等階級の選別は不要です。

◆出荷販売時期：令和6年6月中下旬～8月上旬予定

【問合せ先】 全農とちぎ 担い手支援課 ＴＥＬ：028-616-8838

※令和6年産の出荷を希望・検討されている方は、

お気軽にご連絡ください！

１．特徴

２．作型 （目標単収５ｔ）

３．販売額 （10aあたり） （参考）

販売額： 285,000円（税別） （目標単収：5t/10a）

費 用： 100,000円（主な経費：種子・肥料農薬）

※その他資材代・燃料費・人件費等を除く
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園 芸 情 報

2月14日は

バレンタインデー！

全
農
と
ち
ぎ

Ｈ
Ｐ
内
で

紹
介
し
て
る

ま
る 🌼🌼

フラワーバレンタインとして
「とちぎの花」

を贈ってはいかがでしょうか
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農 薬 情 報

夢あおば、月の光など

“未”消毒種子 を ご購入の方へ。

で、種子伝染病害をしっかり防除しましょう。

種子もみ量 ４㎏ ８㎏ 10Kg 20Kg 40Kg 50Kg
水の量 ８L 16L 20L 40L 80L 100L

テクリードCフロアブル
（200倍） 40ml 80ml 100ml 200ml 400ml 500ml

スミチオン乳剤
（1000倍） ８ml 16ml 20ml 40ml 80ml 100ml

500ml 100ml

農水省登録：第18601号

特長
●イプコナゾールと水酸化第二銅の混合剤で、ばか苗病、いもち病、ごま葉枯病に加えて、細菌病である、
もみ枯細菌病、苗立枯細菌病、褐条病に有効な稲の総合種子消毒剤です。

●種籾へ薬剤の付着性、浸透性に優れているため、風乾処理の有無にかかわらず高い防除効果を示します。
●ベンズイミダゾール系薬剤耐性ばか苗病菌、カスガマイシン耐性褐条病菌、オキソリニック酸耐性もみ枯
細菌病菌にも有効です。

●薬剤消毒籾を長期間保存しても安定した防除効果を保ちます。（5℃条件下で6か月間）

■テクリードCフロアブルの使い方■登録内容 2023年12月末現在

■注意事項
・エアレーション付き循環式催芽機で浸種すると、汚れ（粘性物）の発生が
増えます。シャワーノズルを外して循環させずに浸種してください。

・テクリードCとチウラムを含む農薬（ベンレートT、ホーマイ水和剤など）
と混用しないで下さい。
（沈殿物の発生及び細菌病防除効果が低下するため）

■希釈早見表

有効成分：イプコナゾール 5.0％  水酸化第二銅 4.6％（銅として3.0％）

作物名 適用病害名 希釈倍数 使用時期
本剤の
使用回数

使用方法

ｲﾌﾟｺﾅｿﾞｰ
ﾙを含む
農薬の総
使用回数

銅を含
む農薬
の総使
用回数

200倍
24時間
種子浸漬

7.5倍
（使用量は
乾燥種籾
1kg当り
希釈液
30ml）
4倍

(使用量は
乾燥種籾
1kg当り
希釈液
20ml)
原液

（使用量は
乾燥種籾
1kg当り
原液5ml）

種子塗沫
処理

-

種子吹き
付け処理
（種子
消毒機
使用）
又は種子
塗沫処理

いもち病
褐条病

ごま葉枯病
苗立枯細菌病
苗立枯病

（ﾘｿﾞｰﾌﾟｽ菌）
苗立枯病

（ﾄﾘｺﾃﾞﾙﾏ菌）
ばか苗病

もみ枯細菌病

稲

20倍

浸種前 1回

10分間
種子浸漬

1回
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肥 料 情 報

 

 

 

 

 

 

 

＜令和５年産水稲作付面積に対するひとふりくんシリーズのＪＡ別普及率＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本会で取り扱っております「ひとふりくん」については皆様からのご愛顧をいただき、普及率

を順調に伸ばして参りました。令和 5 年産水稲についての普及率をまとめましたところ、５4.５％

となりました（下表参照）。次年産のひとふりくんシリーズ普及率アップへ向けて肥効と省力性の

PR を強化して参ります。 

 令和 5 年産水稲の「ひとふりくん」の普及率について                                                      

今後とも、追肥作業が不要な省力型水稲肥料の 

「ひとふりくん」シリーズをどうぞよろしくお願い致します！   

日頃、「ひとふりくん」シリーズをお使いいただきありがとうございます！                                                      

※普及率については関東農政局発表の令和５年産の作付面積を基準に肥料年度（R4.6～R5.5）で算出。 

※作付面積については、市町村別に四捨五入しており合計値と内訳が一致しない場合があります。 

JA名 なすの しおのや なす南 うつのみや かみつが はが野 しもつけ おやま 佐野 足利 合計

5年産普及トン数 2,055 1,316 503 1,300 1,324 2,273 1,131 1,010 259 167 11,339

5年産水稲作付面積ha 11,310 8,280 2,104 6,950 4,030 7,043 6,110 3,266 1,450 835 51,378

5年産普及面積ha 5,851 4,009 1,168 3,421 3,304 5,458 2,173 1,792 539 299 28,016

5年産推定普及率％ 51.7 48.4 55.5 49.2 82.0 77.5 35.6 54.9 37.2 35.8 54.5
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農業機械情報
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生 活 情 報

お問合せ先 ＴＥＬ：028-616-8855
ＪＡ全農 東日本生活事業所 栃木推進課

3Ｌ ＬＬ Ｌ Ｍ Ｓ ＳＳ

 24.0～
    23.5

 23.0～
　 22.5

 28.0～
    27.5

 27.0～
    26.5

 26.0～
    25.5

 25.0～
    24.5

品名：アグリカラー品番：MC-300BK(ﾌﾞﾗｯｸ) MC-300NV(ﾈｲﾋﾞｰ)

軽量・防水・伸縮性に優れたスポンジゴムで

農作業やガーデニングの作業をサポートする

のはもちろん、スタイリッシュでシンプルなデザ

インはレジャーにも大活躍 ! !

靴底は浅溝仕様で、
土・泥・石が付き
にくく落としやす
い作り

柔らかく、軽いの
で丸めて持ち運び
可能

わずらわしい着脱
をサポートする
「かかとキック」
付き

アグリカラーAGRI COLOR
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発 行：ＪＡ全農とちぎ　担い手支援課
T E L  0 2 8－61 6－88 3 8
FAX  0 2 8－61 6－88 1 9

編集後記

野 生 を 食 べ る ワサビ167野 生 を 食 べ る

　２月号も最後までお読みい
ただきありがとうございます。

P2 視察研修で紹介のあるザルビオフィールドマ
ネージャーについては、担い手支援課で個別に概要
説明・導入フォローを行っております。ご興味・ご
質問がございましたらお近くの JA までお問い合わ
せください。　　　　　　　　　　　　　　(金田)

　まだ早い春、出たばかりのモミジガサなどを狙いに山中の沢沿いを歩くと、アブラナ
科特有の白い十字花が目に飛び込むことがある。葉はハート型、ワサビである。ヤッ
ターとばかりに別の小袋を取り出し、花と葉を少々摘ませていただく。ワサビというと
刺身に使うような根茎を思いがちだが、野生のワサビでは無理、長期間栽培して根茎を
大きくしなくてはならない。資源保護のためにも根はそのままにし、上物だけを少々い
ただくことにしよう。

　摘んできたワサビはほぼ全部「醤油漬け」にする。写真1は葉の「天ぷら」だが、料
理数が少ないのでやってみただけで、特におすすめではない。まず、花と葉は２㎝程度
のざく切りにし、ビニールの小袋に入れる。塩少々を投入し袋の上からよく揉む。ザル
のようなものに広げ、熱湯をかけ、しばらく放置する。その後、水道水を蛇口からその
ままザルのワサビにかけ、塩分を減らす。水を切り、新たなビニールの小袋に投入。醤
油がメイン、みりんと砂糖少々を入れ、ビニール内に空気を入れぬようきっちりと縛
る。写真３のご飯の上にあるものは５日後のもの。絶品。写真2は醤油漬けでなく「だ
し醤油」に漬けてみた。少ししょっぱかったが、これはこれでいける。

（aida）
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